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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第３四半期連結
累計期間

第40期
第３四半期連結
累計期間

第39期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 10,730,692 10,642,784 14,240,008

経常利益（千円） 941,801 1,015,424 1,265,740

四半期（当期）純利益（千円） 566,202 616,258 778,283

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
450,920 693,808 695,683

純資産額（千円） 18,543,843 19,131,129 18,787,344

総資産額（千円） 22,006,552 23,088,211 22,641,673

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
32.37 35.24 44.50

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 84.1 82.5 82.8

　

回次
第39期

第３四半期連結
会計期間

第40期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
7.09 7.66

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。 また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

  当第３四半期連結会計期間における世界経済は、北米やアジアが緩やかな回復基調でしたが、欧州の債務・金融

不安と中国経済の成長鈍化から、勢いに欠ける状況でした。わが国経済は、期後半には政権交代への期待から円安

・株高傾向になりましたが、期を通じての実体経済は依然として厳しい状況でした。当社の関連する業界におきま

しては、自動車関連向けが堅調だったものの、ＩＴ・電子機器関連向けは力強さを欠きました。

　このような情勢の中で当社グループは、日本機械学会賞（技術）を受賞した最適設計技術導入のＹＣシリーズ

が、高速・軽量・省エネという優位性を認められ、取出ロボットの売上を伸ばしました。しかし、特注機が予想を下

回ったため、売上高は10,642,784千円（前年同四半期比0.8％減）となりました。利益面では、営業利益は939,636

千円（前年同四半期比2.8％減）、経常利益は1,015,424千円（前年同四半期比7.8％増）、四半期純利益は616,258

千円（前年同四半期比8.8％増）となっております。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　（日本）

特注機の売上が減少したため、売上高は8,804,199千円（前年同四半期比9.2％減）となり、営業利益は

571,058千円（前年同四半期比13.0％減）となりました。

　（米国）

売上高は1,477,883千円（前年同四半期比6.6％増）となり、営業利益は137,293千円（前年同四半期比10.2％

減）となりました。

　（アジア）

韓国及びタイの子会社が好調だったため、売上高は2,790,360千円（前年同四半期比31.8％増）となり、営業

利益は270,103千円（前年同四半期比60.8％増）となりました。

　（欧州）

売上高は328,861千円（前年同四半期比110.2％増）となり、営業利益は5,511千円（前年同四半期は営業損失

3,519千円）となりました。

(2）財政状態の分析

　流動資産は前連結会計年度末に比べ194,747千円減少し16,769,444千円となりました。これは仕掛品が397,463

千円、商品及び製品が237,802千円増加しましたが、現金及び預金が501,520千円、受取手形及び売掛金が382,638

千円減少したことによるものです。

　固定資産は前連結会計年度末に比べ641,285千円増加し6,318,766千円となりました。これはテクニカルセン

ターの建設仮勘定を含む有形固定資産その他が687,232千円増加したことなどによります。その結果資産合計は

446,538千円増加の23,088,211千円となりました。

　流動負債は前連結会計年度末に比べ82,335千円増加し3,810,633千円となりました。これは、未払法人税等が

212,433千円減少しましたが、設備関係の未払金を含む未払金が264,199千円増加したことなどによります。固定

負債については大きな変動はなく、負債合計は102,753千円増加して3,957,082千円となりました。

　純資産は、剰余金の配当及び四半期純利益の計上により利益剰余金が266,459千円増加したことなどから、

343,784千円増加の19,131,129千円となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グル－プが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

(4）研究開発費活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は438,000千円であります。

  なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グル－プの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 17,819,033 17,819,033
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は

100株　

計 17,819,033 17,819,033 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日 
－ 17,819,033 － 1,985,666 － 2,023,903

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     329,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  17,346,900 173,457 －

単元未満株式  普通株式  　 143,033 － －

発行済株式総数 17,819,033 － －

総株主の議決権 － 173,457 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の「株式数（株）」欄には、証券保管振替機構名義の株式1,200株が含まれて

おります。なお、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個は含まれ

ておりません。

②【自己株式等】

　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ユーシン精機
京都市伏見区久我

本町11番地の260
329,100 － 329,100 1.85

計 － 329,100 － 329,100 1.85

　（注）当第３四半期会計期間末の自己株数は329,241株であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。なお、監査役　鎌倉寛保は予定通り平成24年７月１日に当社監査役に就任しました。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,747,068 7,245,548

受取手形及び売掛金 ※
 4,670,510

※
 4,287,871

有価証券 300,000 300,000

商品及び製品 898,193 1,135,995

仕掛品 856,105 1,253,568

原材料及び貯蔵品 1,861,430 1,905,218

繰延税金資産 365,173 389,783

その他 283,833 267,226

貸倒引当金 △18,123 △15,768

流動資産合計 16,964,191 16,769,444

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 994,896 941,921

土地 3,935,369 3,937,874

その他（純額） 174,929 862,161

有形固定資産合計 5,105,195 5,741,957

無形固定資産 81,147 88,391

投資その他の資産

投資有価証券 241,443 246,462

繰延税金資産 16,865 10,333

その他 271,419 232,036

貸倒引当金 △38,589 △415

投資その他の資産合計 491,139 488,417

固定資産合計 5,677,481 6,318,766

資産合計 22,641,673 23,088,211
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 2,314,053

※
 2,321,080

未払金 468,424 732,624

未払法人税等 300,968 88,535

前受金 209,459 302,509

賞与引当金 180,000 97,000

役員賞与引当金 16,950 15,300

製品保証引当金 104,897 84,036

その他 133,545 169,547

流動負債合計 3,728,298 3,810,633

固定負債

役員退職慰労引当金 66,780 66,780

その他 59,250 79,668

固定負債合計 126,030 146,448

負債合計 3,854,328 3,957,082

純資産の部

株主資本

資本金 1,985,666 1,985,666

資本剰余金 2,023,903 2,023,903

利益剰余金 15,625,496 15,891,955

自己株式 △347,903 △348,368

株主資本合計 19,287,162 19,553,157

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 47,576 49,999

為替換算調整勘定 △581,173 △564,997

その他の包括利益累計額合計 △533,596 △514,997

少数株主持分 33,778 92,969

純資産合計 18,787,344 19,131,129

負債純資産合計 22,641,673 23,088,211
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 10,730,692 10,642,784

売上原価 6,728,472 6,592,308

売上総利益 4,002,220 4,050,475

販売費及び一般管理費 3,035,239 3,110,838

営業利益 966,980 939,636

営業外収益

受取利息 21,260 14,474

受取配当金 4,798 4,592

仕入割引 7,844 7,853

為替差益 － 32,077

その他 16,022 19,201

営業外収益合計 49,926 78,199

営業外費用

売上割引 336 710

為替差損 70,467 －

その他 4,301 1,701

営業外費用合計 75,105 2,411

経常利益 941,801 1,015,424

特別利益

固定資産売却益 992 38

投資有価証券売却益 615 －

特別利益合計 1,608 38

特別損失

固定資産除売却損 327 873

投資有価証券評価損 588 －

特別損失合計 915 873

税金等調整前四半期純利益 942,493 1,014,589

法人税等 361,389 340,029

少数株主損益調整前四半期純利益 581,103 674,560

少数株主利益 14,901 58,301

四半期純利益 566,202 616,258
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 581,103 674,560

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △24,726 2,423

為替換算調整勘定 △105,456 16,825

その他の包括利益合計 △130,183 19,248

四半期包括利益 450,920 693,808

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 440,219 634,858

少数株主に係る四半期包括利益 10,701 58,950
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※  四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理を行っております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 94,219千円 99,146千円

支払手形 78,587千円 101,129千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 151,754千円 158,298千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月11日

取締役会
普通株式 227,376 13平成23年３月31日平成23年６月14日利益剰余金 

　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月７日

取締役会
普通株式 174,903 10平成23年９月30日平成23年12月５日利益剰余金 

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月９日

取締役会
普通株式 174,900 10平成24年３月31日平成24年６月13日利益剰余金 

　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月６日

取締役会
普通株式 174,898 10平成24年９月30日平成24年12月３日利益剰余金 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上

高
7,230,8701,375,9631,978,315145,54410,730,692－ 10,730,692

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

2,466,26510,402138,84710,9212,626,437△2,626,437 －

計 9,697,1351,386,3652,117,163156,46513,357,129△2,626,43710,730,692

セグメント利益

又は損失（△）
656,647152,922167,929△3,519973,979△6,998 966,980

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△6,998千円には、セグメント間取引消去6,484千円、棚卸資

産の調整額△13,483千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　　前連結会計年度末に比べて、当第３四半期連結会計期間の日本セグメントの資産の金額が2,620,815千円

増加しておりますが、その主な理由は、売上増加による受取手形及び売掛金の増加473,366千円、工場用地

取得による土地の増加1,819,862千円であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。 

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上

高
6,245,1791,473,8762,598,552325,17510,642,784－ 10,642,784

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

2,559,0194,007191,8073,6862,758,520△2,758,520 －

計 8,804,1991,477,8832,790,360328,86113,401,305△2,758,52010,642,784

セグメント利益

　
571,058137,293270,1035,511983,967△44,330939,636

（注）１．セグメント利益の調整額△44,330千円には、セグメント間取引消去20,642千円、棚卸資産の調整額△

64,973千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。 

　

EDINET提出書類

株式会社ユーシン精機(E01710)

四半期報告書

13/16



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 32円37銭 35円24銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 566,202 616,258

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 566,202 616,258

普通株式の期中平均株式数（株） 17,490,494 17,489,915

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成24年11月６日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………174,898千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月３日

　（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成25年２月８日
────────

 

株式会社ユーシン精機  

 取締役会　御中  

　

　 有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 西　村 　 猛 　  印  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小  林  洋  之   印 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーシン

精機の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーシン精機及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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